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恋は盲目なのか？？？
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1．アンケート内容

a.恋人の有無
b.理想の恋人
c.現実の恋人
d.理想と現実の恋人の差



問2はセマンティックディファレンシャル（SD）法を用いた。



2．仮説

a.恋人の有無
→現在快楽型の人の恋人のいた率が高い

b.理想の恋人
c.現実の恋人
d.理想と現実の恋人の差
→差は現在快楽型の人が大きく、未来型の人が小さい



3．分析結果

a.恋人の有無
・分析方法
平均値の差の検定（ｔ検定）

・結果
過去否定型には恋人がいたことのある人は少ない
→幼少期のトラウマ、信頼関係を築くのが苦手なことが関係
しているのでは？
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b.理想の恋人、c.現実の恋人 横軸
１、見た目or中身
２、リードする人or自分に合わせ

てくれる人
３、時間に厳しいorルーズ
４、よく喋るor寡黙
５、価値観同じor違う
６、二人の時間重視or一人の時間
７、経済力重視orしない
８、学歴重視orしない
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b.理想の恋人 c.現実の恋人

・分析方法
→相関分析



d.理想と現実の差
・分析方法
相関分析

・結果
未来志向は差が大きい、過去肯定は差が小さい
→未来志向の人は現実に対する評価が厳しくなる、
過去肯定の人は無意識に理想と現実の差を埋めている



４結論

少なからずとも…

恋愛は人生という贈り物の中心である
by ジンバルド

大学生の恋愛と時間志向は関係ある！！
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